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Abstract: 
This paper examines the selιevaluation of the ‘International Tour Guide’internship by international exchange 
s加dents. 百1eto凶 ofeight exchange students丘omChina, Korea, Gemlany, Australia, and Poland introduced出
guides the local historical museum which has exhibited the development of ship building technology in the region 
and出chistory of trade and diplomacy of Japan with foreign countries. In the internship practicum，血roughtheir 
cooperation with the local city hall officials and local power actors, international s加dentinterns had opportunity to 
practically apply their language skils and their specialized knowledge on local history to出eirprofessional work出
guides. This international experiential learning provided international students with new opportunities to acquire 
situated knowledge, to develop leadership skils to work with local people in Japan, and to examine their fu加re
career. 









































































































































































































































































3 仕事の理解 仕事についての理解 担当する仕事の目的目標の理解
仕事の内容と流れの理解













































































＼ 乱、民令 、町、、、 留学生イン聖一ンの特徴
＼ 
＼ 出身地域 アジア（4人）［中国・韓国］




評価カテゴリー 調査項目（概要） 調査項目（詳細） イン9ピュー肉容
1.日本語・B1）日本語能 企業・市役所等ともっとすごい人遣を見た．ここに1年からいる。




































































評価カテゴリー 評価項目｛概要〉 評価項目（詳細｝ 「標題』に闘する肉軍事の r連成・成長』に闘す r際量IJIこ車置する肉容 『達成・成長』に闘す
要約 る肉軍事の重喜納 の要約 る内容の要約
企業・市役所等と 日本語能力がより高いイ 悶本社会の電子メール 公式の場で通用する電1.日本膳・日本 ンターンによるより高い臣 や電話のマナーの習 子メールや話し嘗業の
文化 1）日本語能力 の電子メールでの 揖 得の習／得メールでの礼儀 習得連絡
場面やヒエラルキーに応じ 相手に分かりゃすい方 日本人との~流に対し 日本語能力の高い他
企業・市役所等と た図本語の敬語の使用／ 3去で伝える霊葺要性の理 ての積様約態度／大 のインターンの観察に
の電話対応・仕事 異なる世代の人が話す臼 解／知らない宮本語を 学外の社会人と対話で よる雷舘と行動練式の
における日本語使 本語曹を理解するカ／奮い x脈から忽像するカの きる日本語能力の習得 学ぴ






白本社会の肉・外 式の理解 現実的場面での肉と外 による日本の上下関係







2 他者との連 外部と連携する 地域企業・市役所 の儀礼と確認作業の瑛
携 カ 等の訪問・会議時 解／人との対応の仕の儀礼 方についての学び
地域企業・市役所 相手の気持ちを考えつ
等との電話圃メー つ性外の部理と解遁携する重要ルによる連絡
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